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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

 

午
前
： 

患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含

む
）

　
　
　

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

午
前
： 

水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

助
手
編
７
千
円
、
衛
生
士
編
８
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
配
布
。『
修
了
証
』
を
発
行

し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

◇
中
央
会
場
／
３
月
21
日
（
水
・
祝
）
午
後
１
時
／
大
阪
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
江
坂
会
場
／
３
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
／
Ｊ
Ｅ
Ｃ

日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂
／
定
員
１
０
０
人

◇
な
ん
ば
会
場
／
３
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
／
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
／
定
員
１
０
０
人　

※
満
席
の
た
め
受
付
終
了

し
ま
し
た

◇
な
ん
ば
会
場
／
３
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
／
定
員
１
０
０
人

◇
天
満
橋
会
場
／
３
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時
／
天
満
橋
Ｏ

Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
／
定
員
１
０
０
人

◇
堺
会
場
／
３
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
／
サ
ン
ス
ク

エ
ア
堺
／
定
員
１
０
０
人

◇
な
ん
ば
会
場
／
４
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
／
定
員
１
０
０
人

◇
河
内
長
野
会
場
／
４
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
15
分
／
河

内
長
野
駅
前
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
／
定
員
１
０
０
人

◇
八
尾
会
場
／
４
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
／
八
尾
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
４
階
／
定
員
40
人

◇
高
槻
会
場
／
４
月
14
日
（
土
）
午
後
７
時
／
高
槻
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
／
定
員
50
人

◇
泉
佐
野
会
場
／
４
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
／
泉
佐
野
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
プ
リ
ン
ス
／
定
員
１
０
０
人

２
０
１
８
年
診
療
報
酬
改
定
・
新
点
数
説
明
会

日
時　

４
月
30
日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時

集
合　

南
海
高
野
線
「
白
鷺
」
駅
改
札
付
近　

順
路　

 

白
鷺
駅
↓
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
↓
百
舌
鳥
八
幡
宮
↓
御

陵
山
古
墳
↓
い
た
す
け
古
墳
↓
Ｊ
Ｒ
「
百
舌
鳥
」
駅

（
約
５
キ
ロ
）

解
散　

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
百
舌
鳥
」
駅
（
午
後
１
時
頃
）

案
内　

堺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
ガ
イ
ド

※
終
了
後
、
有
志
で
懇
親
会
を
開
き
ま
す
（
参
加
費
：
実
費
）

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
〜
世
界
遺
産
に
な
る
前
に
堺
の

古
墳
を
堪
能
す
る
〜

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
・
泉
州
地
区

　

と
う
と
う
還
暦
を
迎
え
て

し
ま
っ
た
。
人
生
の
節
目
で

あ
る
が
、
実
感
が
そ
れ
程
な

い
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
強

い
て
言
う
な
ら
、
年
金
の
引

き
落
と
し
が
終
了
し
た
の
が

の
日
に
友
人
の
消
化
器
の
医

者
に
行
き
、
昼
休
み
に
採

血
、
心
電
図
、
エ
コ
ー
検

査
、
胃
カ
メ
ラ
ま
で
一
気
に

し
て
も
ら
っ
た
。

　

午
後
か
ら
診
療
が
あ
る
の

で
、
麻
酔
は
緩
め
に
し
て
も

ら
っ
た
が
、
お
か
げ
で
胃
カ

メ
ラ
で
え
ら
い
目
に
あ
っ

た
。
半
分
ふ
ら
つ
き
な
が
ら

仕
事
に
戻
り
、
夜
ま
で
診
療

し
て
夜
に
再
度
、
友
人
の
と

こ
ろ
へ
戻
っ
た
。

　

し
か
し
、
良
い
こ
と
も
い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
子
ど
も
が

３
人
い
る
が
、
昨
年
は
次
男

が
大
学
に
受
か
り
、
受
験
生

を
持
つ
父
親
の
役
目
は
終
わ

っ
た
。
10
月
に
は
娘
の
結
婚

で
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
を
歩
い

た
。　

　

長
男
は
弘
前
、
次
男
は
小

倉
と
南
北
に
遠
く
離
れ
生
活

し
、
ま
だ
ま
だ
仕
送
り
の
日

々
は
続
く
。
せ
め
て
あ
と
10

年
は
歯
科
医
を
続
け
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
が
、
健
康

が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
を
痛
感

し
た
節
目
の
還
暦
で
あ
る
。

　

な
の
で
、
人
生
の
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
は
あ
と
10
年
は
続

く
わ
け
で
あ
る
。

　

血
液
検
査
の
結
果
、
Ｇ
Ｏ

Ｔ
７
０
０
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
１
２
０

０
。
即
入
院
だ
と
言
わ
れ

た
。
７
月
く
ら
い
か
ら
、
体

が
ず
っ
と
怠
く
、
そ
の
頃
か

ら
徐
々
に
お
か
し
く
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
８
月
末

に
母
親
の
乳
が
ん
の
手
術
と

入
院
で
見
舞
い
に
行
っ
て
い

る
時
も
異
常
な
し
ん
ど
さ

で
、
黄
疸
が
で
る
ま
で
本
当

に
我
慢
し
て
い
た
。

　

母
親
の
こ
と
、
仕
事
の
こ

と
が
頭
を
駆
け
巡
り
、
急
に

入
院
と
言
わ
れ
て
も
と
、
昼

と
夜
の
点
滴
で
様
子
を
見
る

こ
と
に
な
っ
た
。

一
週
間
後
に
さ
ら

に
悪
化
す
る
よ
う

な
ら
、
絶
対
に
入

院
だ
と
言
わ
れ

た
。

　

一
週
間
後
、
ご

く
わ
ず
か
だ
が
数

値
が
下
が
り
始

め
、
結
果
、
翌
年

３
月
ま
で
は
ほ
ぼ

毎
日
、
点
滴
を
し
て
も
ら
っ

た
。
友
人
に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。
彼
の
お
か
げ
で

入
院
せ
ず
に
診
療
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
も
体
に

は
気
を
付
け
て
い
る
が
、
こ

れ
が
還
暦
間
近
の
体
な
の
か

と
、今
思
え
ば
実
感
で
あ
る
。
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絵　藤田　進 （河内長野市）

人
生
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

福
島
昭
彦
（
茨
木
市
）

妙
に
嬉
し
い
な
と
…
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一

年
間
は
色
々
な
こ
と
が
起
こ

っ
た
。
一
昨
年
９
月
に
黄
疸

が
出
て
い
る
の
を
ス
タ
ッ
フ

に
指
摘
さ
れ
て
、
慌
て
て
次

　

先
進
医
療
技
術
「
金
属
代

替
材
料
と
し
て
グ
ラ
ス
フ
ァ

イ
バ
ー
で
補
強
さ
れ
た
高
強

度
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

を
用
い
た
３
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
リ

ッ
ジ
治
療
」
は
、
２
０
１
２

年
12
月
１
日
か
ら
日
本
歯
科

大
学
附
属
病
院
で
実
施
が
開

始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
東
北

大
学
病
院
、
大
阪
歯
科
大
学

附
属
病
院
、
徳
島
大
学
病

院
、
九
州
歯
科
大
学
附
属
病

院
、
長
崎
大
学
病
院
で
の
実

施
が
厚
生
労
働
省
か
ら
承
認

さ
れ
た
。
臨
床
成
績
が
集
ま

り
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
、

平
成
30
年
度
保
険
改
定
で
収

載
さ
れ
た
技
術
で
あ
る
。
上

下
顎
両
側
第
二
大
臼
歯
ま
で

残
存
し
て
い
る
場
合
の
臼
歯

部
中
間
一
歯
欠
損
症
例
へ
の

適
応
が
保
険
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
技
術
は
、
咬
合
に
よ

る
応
力
の
か
か
る
ブ
リ
ッ
ジ

連
結
部
に
従
来
の
歯
科
用
金

属
の
補
強
構
造
体
に
代
え
て

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い

て
ブ
リ
ッ
ジ
強
化
を
図
り
、

メ
タ
ル
フ
リ
ー
の
歯
冠
修
復

を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
時　

４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
患

者
も
適
用
と
な
る
他
、
ブ
リ

ッ
ジ
の
装
着
時
に
形
態
や
咬

合
調
整
が
行
い
や
す
い
、
ブ

リ
ッ
ジ
装
着
後
に
一
部
が
摩

耗
・
破
折
し
た
場
合
で
も
、

ブ
リ
ッ
ジ
を
撤
去
せ
ず
に
口

腔
内
で
修
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
の
長
所
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
補
綴
装
置
と

は
異
な
る
対
応
が
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
の
適
切
な
術
式
に

つ
い
て
は
十
分
周
知
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
講
で
は
日
本
補
綴
歯
科

学
会
が
作
成
し
た
『
高
強
度

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
の
診
療
指
針
』
を
基

に
、
適
応
症
の
判
断
、
支
台

歯
形
成
、
技
工
操
作
な
ど
各

ス
テ
ッ
プ
で
の
留
意
点
を
説

明
す
る
。

４月度生涯研修抄録

新たに保険適用になった　
３ユニットブリッジの臨床
田中昌博氏（大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座教授）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

事
前
通
知
徹
底
な
ど
要
望

情
報
源
を
見
抜
こ
う

早
田
理
事
ら 

大
阪
国
税
局
と
懇
談

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
・
立
岩
氏
が
講
演

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

２
月
21
日
、
大
阪
国
税
局
と

の
懇
談
を
行
い
、
大
阪
歯
科

か
ら
早
田
寿
夫
理
事
、
医
科

か
ら
安
藤
元
博
副
理
事
長
、

各
協
会
か
ら
の
計
11
人
が
参

加
し
た
。

　

懇
談
で
は
３
つ
の
重
点
項

目
を
中
心
に
、
①
税
務
調
査

の
法
定
要
件
で
あ
る
「
11
項

目
の
事
前
通
知
」
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な

通
知
を
徹
底
し
、
書
面
で
通

知
を
行
な
う
こ
と
②
電
子
デ

ー
タ
を
含
む
患
者
カ
ル
テ
の

提
示
・
提
出
を
求
め
な
い
こ

と
③
税
務
調
査
の
聴
取
記
録

と
な
る
「
質
問
応
答
記
録

書
」
は
法
令
上
定
め
の
な
い

行
政
内
部
文
書
で
あ
り
、
納

税
者
の
署
名
押
印
を
求
め
な

い
こ
と
―
―
な
ど
を
要
望
し

た
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、

近
畿
各
県
の
反
核
医
師
の

会
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争

防
止
国
際
医
師
会
議
）
大
阪

支
部
な
ど
で
つ
く
る
「
近
畿

反
核
医
師
懇
談
会
」
は
２
月

25
日
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
岩
陽
一

郎
氏
の
講
演
会
を
開
き
、
38

人
が
参
加
し
た
。

　

「
ト
ラ
ン
プ
、
北
朝
鮮
、

核
ミ
サ
イ
ル
報
道
を
フ
ァ
ク

ト
チ
ェ
ッ
ク
す
る
」
と
題
し

て
講
演
し
た
立
岩
氏
は
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
核
兵
器
の
運

用
を
抑
止
力
か
ら
使
え
る
兵

器
へ
と
方
針
転
換
し
た
危
険

性
を
指
摘
し
た
。

　

虚
偽
の
情
報
で
つ
く
ら
れ

た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
問

題
点
に
つ
い
て
、「
情
報
源
が

『
米
韓
関
係
筋
』
な
ど
と
報

じ
ら
れ
る
場
合
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
清
掃
員
で
も
関
係

筋
に
当
て
は
ま
る
」と
述
べ
、

情
報
源
の
不
確
か
な
ニ
ュ
ー

ス
を
真
に
受
け
ず
見
抜
く
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

国
税
局
は
事
前
通
知
に
つ

い
て
、
双
方
向
性
の
観
点
か

ら
原
則
電
話
に
よ
り
通
知
す

る
と
し
、
書
面
で
の
要
望
が

あ
る
こ
と
は
上
に
報
告
す
る

と
し
た
。
カ
ル
テ
開
示
に
つ

い
て
、
質
問
検
査
権
の
範
囲

で
あ
り
、
収
入
の
根
拠
と
し

て
必
要
で
あ
れ
ば
開
示
い
た

だ
く
と
し
た
。「
質
問
応
答

記
録
書
」
に
つ
い
て
、
署
名

押
印
は
任
意
で
あ
り
、
応
じ

な
く
と
も
不
利
益
は
な
い
な

ど
と
回
答
し
た
。

フェイクニュースに騙さ
れないためのリテラシー
の重要性について語る立
岩氏＝２月25日、Ｍ＆Ｄ
ホール　　　　　　　　


